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海外学生研修の実施の意義と参加者のコミュニケーション意識
――平成21年度，愛知県立大学看護学部学生参加による研修の実施報告より――
片岡由美子
Students’ Awareness of Communication Problems on a Study
Abroad Tour
――Report on APU, School of Nursing & Health Study Abroad Tour in the US,
Spring 2010
Yumiko Kataoka
本稿は愛知県立大学看護学部の学生による米国大学短期研修に関する記録とそれに対する考察である．看護学生が米
国の大学構内の学生寮に18日間滞在するこのプログラムには，チューターである現地学生と共に行う活動や，医療施設
視察等が含まれている．本研修に平成21年度に参加した学生10名を対象に，研修参加に際して「研修参加の目的」「期待
していること」と「不安」について調査を行い，同様に帰国後に「得られたもの」「印象に残った点」「予想と違ってい
た点」に関する調査を行った．さらにそこから得られた内容を平成17年度に行った同様の研修参加者の反応と比較検討
した結果，学生に対する研修の情報提供が入学前からある程度浸透しており，大学広報の成果が現れた一方，課題とし
て，研修参加に関する準備期間が短く，研修プログラムに対して受け身である学生像が浮かび上がった．
キーワード：海外研修，看護学生，短期留学，米国大学，異文化コミュニケーション
Ⅰ．はじめに
平成21年度は，愛知県立看護大学が愛知県立大学と統
合し，新大学として新たな教育研究の環境の中でのス
タートを切った年となった．この年，愛知県立大学看護
学部の学生としての１期生を迎えたわけであるが，新大
学（学部）として最初の海外研修が実施されるにあたっ
て，その１期生も参加した．
平成17年度に初めて渡航費を援助する「研修奨励学生」
の制度をスタートし，今回はその４度目の実施となった．
３名の応募者の中から，看護学部の国際交流を担当する
学生委員会で選考を行い，例年に倣って１名の奨励学生
を選出した．
研修自体には定員を超える参加応募があったが，受け
入れ側のキャパシティの関係で，10名の参加者に限定せ
ざるを得なかった．その結果，希望者全員の渡航が叶わ
ず，研修プログラム提供側として，応募定員の設定タイ
ミングの困難さを改めて認識することとなった．
今回，新大学となって初めて実施された海外研修の実
施となった上に，大学法人化後の初めての研修の概要を
記録すべく，研修参加者全員を対象に，本研修プログラ
ムに何を期待し，そして実際研修に参加してどのような
体験をしたのかを調査した．その意義は，すなわち，参
加者の構成が，県立看護大学の学生と新大学の新入生の
混成となった今回の研修に，大学制度の変化による何ら
かの影響が研修自体に表われたのかどうかの記録を残す
ということであり，もし変化があったのならそれはどの
ようなものかを明らかにする必要があると今後のプログ
ラム実施上思われるからである．
日本における看護系大学・短期大学が英語圏を中心と
した海外短期研修のプログラムを提供する中，参加学生
■実践報告■
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愛知県立大学看護学部（英語）
の多くが研修に参加したことを「満足」と回答している
1)2)
．
その中で，学生のために真に有意義な研修プログラムの
開発のためにさまざまな角度からの検証は不可欠であろ
う．
本稿では，平成17年度に作成した研修の実施報告書の
データ
3)
を参考に，前回の調査資料と比較しつつ，特に
参加者の本海外研修プログラムを通じたコミュニケー
ション意識ついて概観する．
Ⅱ．研修期間
平成22年２月24日（火）∼３月13日（土） 18日間
Ⅲ．研修場所
アメリカ合衆国ニューヨーク州
研修先：ニューヨーク州立大学フレドニア校
Ⅳ．研修日程
18日間の行程を表１に示した．
Ⅴ．参加学生
今回研修に参加した学生は１年生２名（新大学看護学
部生），２年生８名（県立看護大学生，内１名は奨励学生）
の計10名であった．
参加した学生の内，今回が初めての渡航であった者は
３名，その他は渡航歴２回以上の学生で，中には渡航８
度目となる学生が参加しており，平成17年の記録からも
同様に，参加者間に渡航経験に関してはさまざまである
ことがうかがわれた．
Ⅵ．研修経費，および総出費の概要
今回の調査では，研修参加者各人に共通する経費（渡
航費，研修プログラム費）とは別に，今後の参加者の情
報提供のために（毎年開催する研修説明会の際に最も多
く寄せられる質問である），個人的出費を含めた総出費
金額を報告してもらった（図１）．航空券代金とそれに
伴う諸税を含めた渡航費は，日本出発前に円で支払うた
め，表に示したのは現地精算した総額（プログラム代金
を含めた＄建てて支払った金額）による分布である．
これらの金額には個人的な買い物の代金，自由旅行の
費用も含まれている．アウトレットモール等での高額商
品を含めた買い物，トロントやニューヨーク・シティへ
の交通費やホテルの宿泊代といった，まとまった金額で
の出費が，個人的出金の差につながっている．
Ⅶ．研修実施前・実施後に行ったアンケート調査
１．目的
現行の海外研修プログラムの内容に関して，参加希望
者の需要に対するプログラムの実際を明らかにする．参
加者の声を反映すべく，過去に経てきた研修の検討に関
して再考を得る機会とし，今後の国際交流活動における
参考資料とする．
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表１ 研修行程表
Aichi Nursintg Students Schedule February-March 2010
Feb. 24 PM
Arrive on campus, meet RD, go to dinner at Cran-
ston DH
Feb. 25 AM Go to FSA Office in Gregory Hall - get Fred Card -
then go to Cranston Marche DH for brunch
PM Guidance
Feb. 26 PM Chinese New Year Celebration
Feb. 27 PM Little Siblings Carnival
Feb. 28 Free Day
Mar. 1 AM
JCC (Jamestown Community College) Tour &
Lunch
PM ESL at Learning Center
Mar. 2 AM Brooks Memorial Hospital Tour
Mar. 3 AM ESL Tutor Event-Ice skating
PM ESL at Learning Center
Mar. 4 AM Welcome Reception with President Hefner
PM Movie with Global Students Ambassadors (GSA)
Mar. 5 AM Excursion to Niagara Falls and the Mall
Mar. 6 Free Day
Mar. 7 Free Day
Mar. 8 PM ESL at Learning Center
Mar. 9 AM Health Center Tour on Campus
PM Dunkirk Public School 3 Tour
Mar. 10 AM County Nursing Home Tour
PM ESL Activity-Easter Egg Hunt at Learning Center
Mar. 11 PM Farewell Party
Mar. 12 AM Depart
２．調査対象
平成21年度米国研修旅行に参加した10名（１年生２名，
２年生８名）を対象とした．
３．方法
平成17年度同様に，参加者に渡航前に予め，本研修に
参加するに当たって期待していること，求めていること
についてアンケートを実施した．同様に帰国後に，実際
に研修に参加し，実体験を経て，それらの事前に抱いて
いた期待や予想に関してどのように感じたかについて回
答を依頼し，参加者の需要と研修の実際に対する検証を
行った．調査実施については学生に直接説明し，調査結
果は公表予定であること，公表に際しての匿名性やプラ
イバシー保護，調査後のデータ扱いについての倫理的配
慮を明記した依頼・回答用紙を用意し手渡した．アン
ケート用紙の回収は渡航直前，帰国後速やかな時点でそ
れぞれ行った．
Ⅷ．結果
研修参加前の質問に関しては10名から，研修参加後の
質問については８名から回答を得た．
１．研修参加の動機等
今年度の参加者がいつ，どの時点でこの研修プログラ
ムの存在を知ったのかについて尋ねたところ，半数以上
が「入学前」から知っていたということがわかった．一
方，研修参加を決定した時期について尋ねたところ，「入
学して１年以上」が５名と最も多く，一方，「入学してす
ぐ」が２名，「入学前から」が２名あった（図２）
学生の研修参加の目的としては，半数の学生が「米国
の大学生活を体験できるから」，「現地の学生と交流でき
るから」「観光・自由時間」といった，米国大学でのキャ
ンパスライフ体験，観光旅行を理由に挙げており，前回
の調査で第１目的として挙げられていた「医療施設の見
学ができるから」という理由はどちらかといえば二次的
な理由にとどまっている．また，「大学が紹介している
プログラムだったから」という理由がプログラム選択の
際の決め手となったという回答が最多である一方，「と
りあえず手近なプログラムだった」といった理由を参加
決定要因として挙げる学生の割合は前回調査より増えて
いる（図３，４）．
２．研修プログラムに対する期待と不安材料
参加学生の本研修プログラムに対する期待する内容は，
前回調査同様，学生の参加理由と重なっているが，これ
はある意味当然であろう．「医療施設の見学」を「米国人
学生との交流・米国大学のキャンパスライフ体験」が上
回っている．その一方，「英語力の向上」を期待する値は
それほど高くなく，質問紙に掲げた「講義聴講」と「異
文化体験」への期待は回答数０となっており，参加者に
とってプログラムの内容におけるアカデミックな要素の
優先順位はかなり低かったことをうかがわせた（図５）．
逆に，研修参加するに当たって不安に感じていること
を尋ねたところ，１番多かった回答は前回同様「言語コ
ミュニケーション」であった（図６）．
３．語学（英語）力に関して
参加学生に自身の英語力について客観的に自己判断し
てもらったところ，「得意である」と「どちらかといえば
得意である」と答えた学生が３割に対し，「不得意である」
と「どちらかといえば不得意である」が７割を占めたが
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図１ 費用総額（航空券代金を除く） 図２ 研修参加決定の時期
（図７），研修後の英語力について，その向上を期待して
いるかどうか尋ねたところ，半数は「ある程度は伸びる」
と期待しており，「あまり変わらない」と答えた学生は１
名であった（図８）．
そのような英語力における向上の期待に対して，実際
に研修に参加後の自身の英語力を自己診断してもらった
ところ，「向上した」，「ある程度向上した」と「少しは向
上した」が合わせて６名で，のこりの２名は「変わらな
い」と回答した（図９）．
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図３ 研修参加理由（複数回答）
図４ （他の企画でなく）本研修プログラムを選択した理由（複数回答）
図５ 研修に期待すること（複数回答）
４．研修プログラムに関する感想・意見
研修終了後に参加学生に研修プログラムにおいて印象
に残ったものについて回答してもらったところ，全員が
「観光（プログラムに含まれた）」を挙げている．「キャ
ンパスライフ」もほぼ全員が印象に残ったと回答してい
る一方，「医療施設の見学」「小学校訪問」「ESLチューター
の指導」といった，研修プログラムの中心骨格を成す要
素はいずれも２∼３人が印象に残ったと答えるにとど
まっている（図10）．
では，研修中に困ったことは何であったかを問うた際，
「日常生活，および見学先での言語コミュニケーション」
といった自身の英語力に原因を発する要素が第１に挙
がったのは前同様であるが，その他に，「研修グループ内
の人間関係」が前回調査より増えている点（前回１名）
が今回の調査結果の特徴であった．前回調査のように
「食事」や「気候」，「生活習慣の違い」といった異なる
環境を要因に挙げた学生は，今回の研修では１名にとど
まった（図11）
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図６ 研修に関して不安に思っていること（複数回答）
図７ 自身の英語力に関して
図８ 研修参加後の英語力に関する予想
図９ 研修後の英語力について
５．研修プログラム総括
研修実施前に「期待」していたことは叶えられたかど
うかを尋ねたところ，回答者全員が「叶えられた」と回
答した．しかしながら，自由記載による研修後の感想に
よると，多くの学生がチューターを含めた現地学生との
距離感に不満足感を感じており（表２），「現地学生との
交流」を最たる目的のひとつに揚げていた参加学生の当
初の回答と矛盾し，この結果についての判断には慎重さ
が求められて然るべきであろう．学生たちが事前の期待
と現実との乖離をどのように自ら消化したかについては，
考察の必要がある．
Ⅸ．考 察
１．学生の研修参加の背景について
前述したように，今回の研修グループの構成メンバー
の内，半数以上が大学入学以前にこの研修プログラムの
存在を知っており，17年度の調査結果と平行してみた場
合，本研修プログラムに関する情報の周知は，この間の
大学広報の成果が現れている事例として取り上げること
ができよう．また，入学後すぐの時点で知ったという数
名に関しては，新入生オリエンテーションを利用した，
既参加者による研修報告の機会を指しているものと思わ
れ，実際の参加者によるプレゼンテーションの効果の大
きさを示している．熱意のある目的意識のはっきりした
参加者を求めるために，引き続き入学希望者に対する広
報活動，ならびに入学後の学生のモチベーションを高め
る意味でも，掲示だけでなく，学内におけるプレゼンテー
ションを含めたプログラムの紹介機会を継続することが
必要だ．ただ，事前の認知と周知にもかかわらず，実際
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図10 印象に残った研修内容
図11 研修中に困ったこと
表２ 研修内容について出発前の想像と違っていた点
・チューターが１対１ではなかった
・チューターとあまり関わることができなかった（同様回答多数）
・研修地が田舎
・授業聴講機会が予想より少なかった
に参加決定を考えたのは入学後１年以上たってからとい
う学生が半数であった．この学生たちはおそらく研修参
加者の募集の告知があってから短期間の内に研修参加を
決定したことが想像される．参加決定してから渡航まで
の期間は短く，その間に精神面での準備をし，言語や異
文化，さらには専門知識といった勉学でのモチベーショ
ンにつなげることは難しい．海外での研修をより効果的
なものにするためにも，研修参加による単位認定等によ
るカリキュラムを通じた強化対策を図り，現在よりもス
パンの長い取り組みによって本研修を捉える機会を学生
に与え，研修参加自体を，参加前の期間における学業や
意識の向上へつなげる状況におくことが重要だと思われ
る．このような取り組みを通じ，より意欲のあり，目的
意識の高い学生の参加を募ることが求められよう．
今回の調査で前回と比べ顕著であったのが，この研修
旅行に参加したのは「とりあえず手近なプログラムだっ
た」という理由である．これは学生達の海外研修に対す
る意識が，特に関心があってアンテナを張っているわけ
ではなく，かといって興味がないわけでもない，という
消極的な姿勢から発せられていることを示している．こ
の点を鑑みると，学生に外国語を実際に使用する異文化
体験を含めた体験の機会を，提供する側が積極的に提供
しない限り，当の学生達の関心は高まらないという危機
感を抱かざるを得ない．
また，今回特徴的であったのが，研修中の困難な要素
として，グループ内の人間関係が大きな要素となってい
た点である．これが今回のグループにみられた一過性の
ものか，新大学となった新しい大学の学生とそれ以前の
学生という混成であったグループの性質によるものかど
うかは，今後，調査を継続していくことによって明らか
にしたいと考える．
２．研修参加の学生の目的意識に関して，コミュニケー
ションの視点から言えること
今回の調査で特に顕著であったのが，「米国のキャン
パスライフ体験」を第１の目的に据え，従来，本研修に
参加した学生が目的に挙げていた「医療施設等の見学」
を２次的な要素として捉え研修に参加する学生像であっ
た．また，語学研修の一環として設定されたESLアク
ティヴィティは，学生が期待した「アメリカ人学生との
交流」がチューターとの距離感が理由で実際には効果が
発揮されなかったため，学生たちにとっては印象の薄い
項目となっている．
今回，学生の興味は「アメリカ人学生と友好関係を築
き，米国のキャンパスライフを体験すること」がメイン・
テーマとなっており，その点に関して，渡航前に実施し
たアンケート結果に高い期待感が表われている．自由記
載に見られた「チューターとの距離」に関する不満（表
２）と，「自分の期待は叶えられた」とする回答との矛盾
は，チューターとの距離を縮めることができなかった原
因の一部が，自らの英語による言語コミュニケーション
能力の限界から引き起こされたものであることを自覚し
ているゆえのものであろう．それはほとんどの学生が，
いろいろな意味で「もっと英語が話せたら違っていただ
ろう」と自由記載にて述べていることからも明らかであ
る．
このコンテクストで学生の言うところの「距離感」に
関して言えば，あくまでも学生たちの姿勢は受け身であ
り，チューターたちの側から自分たちへの働きかけを期
待している発言に過ぎない．
ここで，学生間にみられるコミュニケーションの問題
点が２つ浮かび上がる．
第１に，参加者の大半が「英語を不得手」として自己
判断し，研修による英語運用能力の向上を期待していな
いという実情である．学生達は言語コミュニケーション
に依らない「友好心」から生じる交流を期待し，それは
主に相手側の厚意に依存した期待感から生み出される，
ある種の理想化された受け身のコミュニケーション像で
ある．このことは渡航前のアンケートの自由記載に見ら
れた「現地で友達をたくさん作りたい」という，楽観的
な，理想化された交流風景を学生達が抱いていることか
らも明らかである．
第２に，それとは逆に，研修終了後のコメントに「英
語ができなくても何とかなるということがわかった」と
いう，これもまた楽観的で一面的な学生の理解である（表
３）．この時点では，学生たちにとっての他者（チュー
ターを含む，母語を異にする現地の人々）との相互理解
の性質がどういったものかを当の学生らは認識しておら
ず，コミュニケーション達成に関して疑問を抱いていな
い．「何とかなる」というレベルが，どの程度の達成を意
味するのかを認識することによって，語学学習を含めた，
さらなる相互理解のための努力が生み出されるのだ．
こうしてみると，たとえ短期の海外研修といえども，
言語に依らないコミュニケーションを体感し，同時にそ
の限界も体験することが，海外における学生研修の意義
とも言えるのではないだろうか．前者を体験することに
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より，行動によって示すことのでき得る相互理解の存在
を知り，後者を体験することにより，言語を異にする相
手との踏み込んだ相互理解のための言語習得の必要性を
理解することにつながるのであろう．
３．研修の意義に関して
参加者の研修終了後のコメントで，「何か得られるも
のがありましたか」という問いに対する回答は，２つの
カテゴリーに大別される（表４）．
まず１点目は前項でふれた「形而上的（言葉に依らな
い）コミュニケーション」に関わる体験で，学生達は言
葉だけが相互理解の手段でなく，人間性や環境や様々な
要因によって相手を理解することが可能だという実体験
をすることができたことが読み取れる．
また，それとは逆に，言語コミュニケーションの必要
性から語学学習の意欲が高まる体験である．このことは
通訳の必要性について尋ねた質問に対して，全員が「見
学地では必要」と答えことからも，専門的な知識や情報
を入手したり，さらに踏み込んだ関係を他者と築いたり，
自己のための主張を行う際には相応の言語能力を要する
ことを実体験として知り得た結果であろう．
２点目は出身国（日本）に対する再認識である．参加
者たちは異文化に触れることによって初めて自分の生ま
れ育った国の文化や特質に目が向いたと述べているが，
ここには研修に参加することによって初めて自覚された
自分の家族に対する感謝の気持ちや，自分を取り巻く社
会への好意的なまなざしが表れている．参加者の中には
はっきりと「愛国心」という言葉でその感情を表してい
る者もいた．しかしながら，工藤が指摘するように，海
外留学の学生に芽生える「ナショナリズム」の傾向
4)
に
関しては，板場らが批判した文化ナショナリズムを起点
とした異文化交流の限界に対しての自覚を忘れてはなら
ない
5)
．
異文化に接することによって培われたのは自国への再
認識だけではない．同時に学生たちが得たのは人間的成
長の認識である．学生たちは「積極性」や「自己主張」
といった表現に関してポジティヴな意味合いで捉えてお
り，これらの変化を自己向上として意識している．
これらのことから，海外研修を実施する意義が「異文
化コミュニケーションのための能力の涵養」（これは言
語能力に限らない）と自らの成長を含む「自己認識の機
会提供」にあるということが言えよう．
Ⅹ．おわりに
今回の研修結果について，一部，平成17年度の海外研
修の記録のデータと比較検討し，明らかに両者に共通し
ていたのは，参加者たちが専門知識のための施設見学や
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表３ 研修によって何が得られたかという問いに対して
・英語学習に対する意欲
・海外旅行にまた行きたいという気持ち
・初対面の人とのコミュニケーションの取り方
・言葉ができなくても何とかなるという自信
・人間としての成長
・日本や家族のありがたさ
・異文化に触れる
・日本に対する愛国心
・日本に対して無知であることを知ったこと
・言葉によらないコミュニケーションを体験できたこと
・自分の意見を大切にする姿勢
・積極性
・英語の語彙力の必要性に対する認識
表４ 海外研修の実施意義
語学を含めたコミュニケーションの重要性といった研修
の直接の目的ではない，「自己認識」を利点に挙げている
点である．同時にそれは自由記載において米国という比
較対象を「大きい」「フレドリー」「親切」といった肯定
的，または「大雑把」というような反肯定的印象によっ
て捉える姿勢に見受けられるような，表面的かつ典型的
な認知によって引き起こされた理解である．18日間と
いった短期間で，感受性の強い，しかも「訪問者」に始
終せざるを得ない立場の学生たちにとっては当然の結果
であろう．
今後の展望を見据えたとき，海外研修で学生が得る体
験の質を見極め，より意義のあるプログラムにするよう
な取り組みが期待されている．
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